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『福島正夫著作集

法と歴史と社会と I』

幼位内房 1993年
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1989年］2月1411に8:-l歳て逝去された福島止大氏ぱ，

輻広い研究対象領域に業紐を残した 勁依淋切から

刊行されている『幅島J［火著作集ふ現在参町か

容易な単独苫内を除外しても全9巻u)分墳：こなり`

膨大な，，倫稿からテーマ別に{要なもりを集成して編

糾されている 著I↑集は現在 l:ijiI中てあるか、本稿

ては第7巻じ） 法と歴史とft会と I」を刀，＇、「する

ます，イ<,ぃU)構成ぱ次のとおりてある I'i山と

歴史と社会と I, II「束）；（帝大セヅルメ／卜をめくっ

て」， IIII中国農村間ij,J貯介 資料-*N 資料につし¥

て I, V 「研究方針なとi 巻未に編集者u)一人てあ

る，福島．1].：犬大に小夜子氏(/)解況かある この解

況は，各論文の要旨を簡潔に要約してし』るたけてな

く，執宜時の福島り公私にわたるさまさまな」いがこ

/ ；及しており，本，りの内容を知るうえて）、変役立つ

本稿では，輻恥研究の足跡を残した福島u)|｝｝］題

関心と経歴につし‘りてまとめ｀未発表J)ノートなとを

収録したIII I中国農村＇「『［打調介 fiil U)部分に仕

}れを‘りてて，誦してし＼きたし、，

11 

佃島正い）学間と業紐i})概要は， I i）、と序史：：

tI会と」 U>l'l％炎会て栢l島1’l身か語ってし、る、こU)!li9、

淡会は， 1967年に東｝く束詳文化研究11/iを定り退I¥’ し

たHil,1,99りをlitlんて，泊水誠・刊谷t,9ん• IIJ ！孝.'.藤Ill

,f)か参加してi［なオ）れた

佑i!;，’J i il 9(）6り1|“ーーまil. ；ii “砂万学校力、レ')叶、！ ！； ｛帝111

大学（以ド，中人）法学部へ進‘’｛｀した 』、t'＊;'i1;'：：it、

84 

我長栄U)民法に多少の興味をもったか，大教室ての

法解釈学を中心とした授業たったのて．法学自体は

血白くなかったという (l(）ペーシ） c 福島か法弗の

必要性；こ目迂めたのは｀大学2年になってから東）く

セツルメント（以下。セッルメント）に参加するよ

うになってからたと述懐する セツ 1レメントは1925

年に設立された束大の教官と学生を中心とする社会

運動団体てある 2 東点・柳島のスラム街に穂積重遠

と末弘厳太郎の 2人の東大法学部教授か中心となり，

ほか：こ数名の教官や学牛か参加して、地域の人々の

［公療｀成人教育＇＂［児，児童教育，法律相淡や，

その基盤となる社会調査なとの事業を行なった (II

東点帝大セッルメントをめくって→ ！こ詳ししふし椙

島は， ここて無料法律柑談を担升しなから，法律か

とu)よう：こ実社会て機能してt)るのかを学んたとい

ぅ

伽島はセヅルメントリ）活動に熱心たったか，大学

U)溝義にも欠かさす出てし心， 廿時u)東大法学部で

ふ教師の間て1ri]僚の学況を批判する風潮かあった

と述へられて t,9る (17ヘーシ）。こ U)ような 1風潮」

か，後述する中[f-JU)村落共同体をめくる平野義太郎

．戒能通孝論争じ）背恥こなってし、るいたろう，9

大学卒党後は，不動J序会社：こ人社して不動産危融

叫ドトをしなから、セッルメン 1、近くに仕み込み｀

セ‘'ノルメントて法律相淡を担灯してし)る さらにこ

叫 ll、我妻ぷ辺） ←抵灯権判例法 の判例整理と解況

を「1云□だ， こu)とき U)我甚u)指ig,-ill純か、そJ)後

非常に役立ったと棉島：よ述懐し-:し)る (28~29へ

シ） また1931打には，福島か資令援助をした中に

共産党員かし lたため， Il本共産党のシンハとして治

安糾持』、違反容疑て 1カ/J拘留された 'il, 9 

]938年：こセッルメントぱ解散されたか， 39年には

満鉄調介部と束拒研究所か協力して実施した 支JJI:

慣ir調行．（以 l＼中国間行調針）を束牝研究所側

てflIりした冷六，凋任委員会学術部委員会U)幹賃お

よび字伯部委員幻）箪部農村慣り調介 (i:{f• 木弘

厳太郎） J）研究員となった ちなみに第プ部は1治’li,

忙Iij調 1在（日刊！9|叫井太郎）｀第．．部は都巾臼鰐

町 j,，凋介 (ii「山田:_良）てあ')た 学術部委員会

u)研究iiと偽鉄llIII,)）調印iには。束人セヅルメント

アシア経済,XXXVI-5 (1995, 5) 
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0)関係者か多かった。たとえは農村慣行調在の満鉄

側の中心的調査員てあった杉之原舜ーはセッルメン

トで福島の先輩であり，杉之原を含めた満鉄側の謁

壺員には，治安維持法違反容疑で検挙された人が多

かったとしヽ う。

中国での農村慣行調査は，広義の戦争協力の学間

的作業であるという本質を，福島は当時から認識し

ていた。しかし，学術部委員会の中心人物てある末

弘厳太郎が， この調荏は政策奉仕ではない純学問

的調在だと強調したことが救いたったと述べている

(36ペーシ）。しかしこのような衿え方は，学術部委

員会委員の統一した見解てはなかったc たとえば＇ド

野義太郎は，木弘が極｝1回避した対中国政策研究に

一歩踏み込んだと福島は井している (41ペーシ）

その平野は，ウィットフォーゲルの『解体過程にあ

る支那の経済と社会』（中央公論社 1934年）の翻

ぶもあり，中国の法慣行にも詳しかった。アシア的

生産様式論の図式から中国社会停滞論を展開し，倅

滞的な側面として宗族組織・七俗宗教・村落制度に

着目していt - -,ィ”‘’ュtに対し Ci江代主義者の戒能通孝
は平野に激しく論争を挑んた しかし戒能は．自分

の分析した中国社会から戦後の中国をf測しえなか

ったと自己批判して．戦後 法律社会学の諸問題』

を絶版にしたという (42ページ） 3

福島は1941年に応召し．朝鮮て 1年間歩兵をした

後，陸軍法務官になった。戦後ソヒエトに抑留され，

3年間の収容所生活を送ったc 収容所は将校専用た

ったので，強制労働はなく｀福島は文化クラプの百

任者となり，ロシア語新聞を翻』虹して壁新聞を作っ

ている。これが．戦後のソヒエト法研究の基礎とな

った。帰国後，法務調任意見長‘H‘賓料統計局資料課

長となり，上地制度史と比較労働法の研究をしたか｀

1950年退職し，『H本勧業銀行史』の編脳に従事した

後， 52年から東大東洋文化研究所の研究員となった。

そして勧業銀行史研究を生かした［日本資本t義の
発達と私法」（『法律時報』第25巻第 lけ～第11号

1953年）をまとめている また 1l本における法J)

継受ーの問題を， tl会 経済的佐索に関連させ，文

化変容としての比較法学にも関心を寄せている (8{I

書 評

iiJf究も行なった (ll7ページ）。そのほか，「家 j制度

研究会を組織し，飛騨・白川村の調査をしたり（「山

付の『家』と資本主義一ー飛騨白川村の分家事件を

通じて~」），森林所有権研究会．扶蓑の調在， t1:

会t義法研究会の組織なと，輻広い研究領域で仕事
を残しているっ

III 

中国農村慣行調査の経緯は，戦後に出版された

・中囚農村慣行調在』第6巻に掲載された．農村慣

ii誠任に従事した調査員の座談会（以卜＼座談会）

て概略を知ることができる こJ)｝4箪炎会は満鉄北支

経済調代1祈第二班 (tnfi班）か行なった聞き取り調

査の経緯を中心テーマとしている。それに対して本

膚は，第六調杏委員会学術部委員会側の消息を知る

唯 -0)公fiJ資料になっている I;i・ 2 1 0 

中国慣行調査はH本学術伽輿会が調在を企画し，

それを東亜研究所が典亜院から委託される形をとっ

て行なわれた。中国慣行調査を＇だ施する組織として

束咀研究所に設置された0)か第六調査委員会である。

そして東大法学部関係者か法的慣行を調在するため

：こ第八玉周在委員会に学術部委は会を，成）く経済学部

が経済慣行を調在するために，学部内にと那経済悧

行調在部を設けた (248ページ）。中国慣行調在の開

始にあたって，束亜研究所，両大学関係者，満鉄調

杏部の 4者合阿の打合せ会か開催された。福島は，

束西U)大学の教授かおli．いを知らなかったことに驚

t心という。両大学の教ドか自己紹介なビせすに議

国して，帰り道に幹事をして¥'た伽島へ議論の相手

か誰かを'，Mねるという具合たったとし)う (35,161, 

230ヘージ） C 背時の学界d)雰11廿気を伝える典味深い

エピソードである。

打合せ会ては，両大学の中国t貫行調在についてU)

方針と方法論の食い違いが表l(l)化した。 fi川輿二）it̂

大教授は，中国慣行調牡か「東亜新秩｝r.」というば
如こ対応して「東亜経済が'J をil九立てるために．

大九IIぃ各地の現実の慣打に現われる経済の実体

を知ることを前提とする，りし令に1月策/Ill'！応的な方針

ページ）。その観点から，ソヒ［卜法と中国法の比鮫 ととし;うことを主板した (231, 236ヘージ）。これ

85 
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に対して，学術部委員長(/)東大の山田ーこ艮は，’-

の調壺はとくに政策に資するため0)ものてはない、

しかしわれわれが調街した結果か政策に利用される

ことについては，別問題である．，と中国慣行調杏と

国策を切り離している。また未弘厳太郎も，学術的

な価値を持つ調査灯針を問題として｀ヤJJダ）から国策

に順応する(/)てはないことを明瞭に主張した(25:3~

254ペーシ）。｛iJIIと未弘の対立ぱ，研究と国策をめ

くる京大と束大の立場の違いたったと福島は認．識し

ている l;i:l I。

さて，中国農付間行翡任と法社会学と J)関係につ

し心て，満鉄で現地調府を担当した旗田続かう巽味深

い証，．iを直接間いたことかある C,た地週在の準備段

階て，束点側り翡在Jj針を具体化する調；行瑣日作成

に時間をかけたという，苦心してiiった調行祖目を

杉之原に見せると｀いつも怠見を付されて突き返さ

れてしげこそれにひきかえ，法学部の出身者か非常

に短期間で調任瑣日を作り上けたことに，束沖史出

身の旗田は驚いたとし Iうう束亜研究所U)調在唄H準

備案の基本方針は法学者か作成しており，法学出身

の満鉄側調ff員にはなじみやすかった())てあろう。

中囚農村慣行調在の調介珀Iliこは，!I本民法か桔是

になって作成されたと見受けられる部分かあり、 1f 

に家族篇ては中山の実柏からか：ナ離れた質間判叶 lも

あるか，社会生i,[U)細かし＼部分までIiilし)マ‘’し）ること

に，i平者は感心させられることか多し¥

19,1(）年，翡介方針と調炉Hlliこめとか＇）し` ＇た段階

て，学術部委員会(})メンハーは現地視察旅りに出か

けてし¥る，そ(/)報告内か満小1i北中文農付視察状況

てある 3 中[Ji)ての視察は' -力）ifiu)滞 {1か I·~ 2 l I 

と短時間てあるか、こ U)報告淋はJi常に打か佑jし＼

またその時I))/j紹JIl,it（第］次）およびl941年u)第

2次北中k旅f[H,9」しか収録されてし ‘9る この11;;,lは、

州淡会ての福島化夫の発，iに，「‘り防v)11，心による

とー としヽ う｝じてしはしは， il文されてし iる』 1） こv)

11,"もはノートに，，じされたも U)てあるか、中国↑t'HJ，謁

介の状況がよく 1'.lJる

l l，ふによると彎参加者は次りとおり，）第 l次J)}爪

打てはK弘1蔽太郎・・「野ん太郎． i井1111：り・薗這

孝・伽，1，、•9}ll.：）＜ ] ］} 2次り）hK i j・！よ彎 l | J l l•I ーム良・牧以栄
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•宮沢俊義・江川英文・鈴木竹雄・内田直作・内田

力蔵・大津衛・佃島止犬，戦後の法律学をになう．

我長・宮沢・鈴木か中国視察旅行に参加していたこ

とを今ll知る人は非常に少なし％また，福島小ィ友f

氏に（小．；だところては、福島は我妻か実施した胄島

の都市不動産慣行調査に同行しており．そり時u)簡

弔な聞き取りメモか残されてしぺると tヽう C 東洋文化

研究所に寄贈された我妻栄か遺したアシア法制閃係

文献にはi,；，戦前に中国て行なわれた土地・不動

産関係u)調壺資料か幾つか含まれているか呵我妻か

戦削に中囚り不動産慣打を研究したことふ現仕あ

まり知られて＼ lなし l'i1,ヽ，戦後こり方面の研究を代

どかまとめなかったりは残念てある J

第 1次U)旅行11辻によると｀ ｝繭鉄新京支社に着し l

た一りは，板介新1i業務課長から中国農村慣行調任

への率旧な反対狂見をtiflしザこ 華北は冶安の関係て

溝清か囚難なJ)て，それまで『満洲旧札＇［調在報告ー

なとU)冊究蓄積のある満州を研究の対象とすへきと

の怠見たった (318ヘーシ）バ17) また， -1[は新以

郊外の地政総局U)与直処を山間してし lる，ここては．

航空与真による地籍整理U)実際を見学した 比洛V)

形態か，北満は元全な密居制て部洛か大きく相IIしこ

離れて¥'るか、 ,H満は小さし噌I；洛か牧在してし)るこ

とか． こし＇）航窄万貞て・ l I瞭然だった 、ド野義太郎

ふベトナムて航空り真を利用した研究かあると指

摘し 1ト， ー打は／i真数枚を所望したか，防諜的見

地から秘密扱しごあるとし)う理由て要望は廿絶され

だ (324ヘーシ）（そり後誨城県湯樹子付を占れ．航

空‘Ij真と卜,地文rりを照合する地籍調行， Iil,J)現場を

視察した (263、323ヘーシ）・,そU)村は、地籍，凋介

のモテル：こなっており、航布＇ I.）→-真により追路・部落

・irl[IIIとともに，作物リ）種類とり豆）｝］向て各耕地を

見分けてし，た

糸んし)--' -1［は農村慣ii調任u)打ち合わせと翡▲舟

地U)視祭りため J心出から奉尺を経由して北東に向か

った 大連ては，満鉄1iiljU)中国農付慣([』ftv)内部

叫りに')し;-：出I]4、i応 l工ヒゾートか晶録されてし Iる
満J、卜1||11l1調1↑tて{i名な大油謙郎から曹，凋配，jlり）内

部対ヽ，Lを間かされて¥)る (419ヘーシ）ぐ満鉄1t%l加）

軋綬や．』ll1ii,;1月ftに対する必鉄内部てu)反対紅見：よ，
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Ilii述した慣行調在の1咆談会てもしはしは，］及されて

いる。福島のH誌と慣行調荏の座談会か一致してい

るのは，満鉄て新しいスタイルの調在を始めようと

して，独自の新しい調杏を試みた杉之原と，調在の

キ導権を取ろうとした古参調査員0k曲との間の確

執てある杉之原自身か語るところによれは．彼は

意図的に従来の満鉄調脊方式を排除した 0)て．満鉄

内部で孤立していったという (;Il(19 C 

l1誌ては．農村慣h調究の内部事1Wについて． I小

淡会には触れられていない事情かしヽくつか記録され

ている。たとえば，座談会では，村田が非常によく

調脊をしたと語られているか，幅島fl，誌ては，逆に

村田かサポターシュをして困るとし;うが満があった

とよして＼ヽる (428ヘージ） C, 実1奮1りはわからなし屯i,

村田か，凋仕瑣17作成の段1階で杉之）J;！から受ける批判

に嫌気かさし．徐々にやる気を失くした結果てあっ

たようた。たしかに『中国農村慣行調在』を見ると・

村田の行なった間き取りは非常に少なしら間行Htば．

外部の軋鰈と内部対立＾ーをかかえなから．杉之原0)怖

力な指サ権によって，淵在を実施していたことかうか

がえる）

さて，農村慣竹調在の実施地、9れてある順義県視察

の状況は， ll心と報；片潜に品されてし、夕順義射て

は県顧間の森島参事官が主に案内をしている。満鉄

側の調在員か[iltiしたか，牛欄山鎖の市場を参観し

ているか．農村t1't行調行の調査村てある沙井村にば

行ってしヽ なしヽ 。 1欄山鎮へは｀兵隊を11'ーった緊曲し

た視察たった。戦後，佃島正夫は旗Illから，満鉄い

調在員か農民と溶け合って調査てきたIll且義県に，大

きな地1く追かあって，抗H闘争をしていたと聞いて

駕しヽ てしヽ る（37ペーシ）｀，このことふ農村慣わ調

介U)評価をめぐって繰り返し批判されている点てあ

る。しかし，9’I'者自身の沙井村凋行ては，そうした歴

史的事実はまったくなかった。満鉄が調在をしてい

たときに， 2 ～ 3人d)八路軍が村を通り過ぎて鉢合

わせになり，井J1の中に1隠れたことはあったが， l、

路軍か沙井村へ来たのは日本の敗戦後てあると老人

は断けしている。 Ill(！義県北部の焦li：戸に地ド道を掘

った品命根拠地かあり，それか沙JH寸こ抗lld)地ド

迅かあったと 1:Illl さ iし ~:l1本にtぃi）~）たのが，農日

慣行調在批判に繰り返し使われているのたろうー木

弘ー行が牛欄山鎮の娘々寺へfrったとき，瑚0)中に

反llスローガンの落書きがあったとある (363ペー

シ）。日本軍が駐屯していたころから反H運動が条ll

織化されてし―'た 0)は，順義県北部であって，沙井村

→帯ではなかった。

未弘ー行は，ほかに北京では西郊地区外火器営ゃ

掛甲屯なとを視察している。典味深い0)は，掛甲屯

が清朝旗人辺馬を但話していた使用人の集落として

報告されて¥lることであるぐとくにこの村は，李景

漢が1920年代と50年代に調在をし，その間41年に華

北綜合調脊研究所か現地調査員の実習として調在を

りなった',il] また，北扇大学J)学生が198]年に再

淵脊をしたところである。掛甲屯は北京大't''り西門

を出たところなのて，親近感のある村の報告として

興味か持てた 3

北東を出発した後， ー行は済南・南東・蘇 }ヽ|9| ． I•^

海を回ってし 3る 蘇州では，福武直が，寒山寺心＜

J)村て，通比几と腎備兵をつけて調介していたU)を，Jj

ねている (397ペーシ）。当時の調代を取りまく状況

かいかに厳しかったかをうかがわせる叫述てある。

N 

福島正夫の中国社会へのアプローチに親近感をも

って，沈めたりは＇＂平者も法学部出身てあり，；｝、社会

’` 芹的観点、から中国農村にr見l心を持ってしヽること， ま
た，中国農付↑貫fi調在の追跡，;I,'，1令によって研究をし

てきた＂平者の経歴にも関係かある 1,Il21 0 

戦後の『中国農村慣行調壺』批判は．植民地調介

として農民と U)紅頼関係を苺けずに集められた[i料

J){ii憑性へU)疑間か中心になっク-しヽる。そこて，調

介())実施方針や慣行，凋在の背景を知ることは．『中

国農付tmi調介』を利用するためにも重要なことて

あるc‘rnil,；llifru)経緯は， 0iji小した調在員叫叫炎会

や野間清J)1日由があるが(il :)'，1ゞ代に収録された中

|ti農村↑打打調行に関連する旅打11，ふは． ‘t貫打調介U)

背景を知るうえで．部分的に調在員の附淡会とは-1'

竹する叫録を残しており． これまでとは違う観，れか

らの新しし、＼’iHとして， JI、常に lい要であ7J
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胄評

我妻栄は，福島の研究をデパートにたとえている

(7Sページ）。これは福島の研究テーマが拡散してい

るのてはなく｀激動の時代を生きた研究者が，―It

きた社会ーに身をおいて分析した結果であり，その

方法論は単に条文や解釈や判例を賠晶することでは

なく，問題に直面して，それを解決するための論理

を組み立てる「リーガルマイントーとして→1 貫して

いる。それは，法律の実務家が，あらゆる方面u'）法

律問題に対応し。解決法を模索できるのと同じこと

であり，福島正夫は学術界で実務的な能力を発揮し

にその意味で，福島正夫の足跡は広義の法律学U)

範砧にはし立るとしヽえよう。

（注 l) 福島はこの間の事情を詳しくは語っていな

いか，福島夫人によれば．月給取りにな，Jた福島かカ

ンパしてしザこセツルメント())メンハーに．共産党員か

しlたらししい

直 2) 束牝研究所第六調在委員会())晶録は， I支那

慣行調在」関係事務書類綴としてアシア経済研究所に

所蔵されている・,そU)概要については嶋井村竹郎「中

牝研究所『と那慣行調在』関係文呂 ー解穎と 1！録

. Iドアシア経済賣料11報』第29巻第 l.4号 1987

年 1,4月）参照Q

（註 3) しかし最近の研究ては，米弘か1938斗に

噂 19！時報』品、 1て中国農村慣わ調行を呼ひかけた'::
きに 1よ， i月策に沿う政治的意義を強調してしヴ：ことか
明らかにされてし叉｝ ｛i田屈「戦1ifj• Il本における ア

シア法』研究り一断面一 華北農村tn行調介を中心と
して~ （『名古屋大学法政論梨』第132り 1990年

3月） 58ベーシ

(ii. 4) 中国農HttIり調任flj行会組 中国農村tllij

調応第 6 咎店波，り店 1958什• 464ヘージ。

（注 5) 束）；（大学束洋文化研究所図内宅「我妻栄先

生旧蔵 アシア法出ll関係文献資料ll録』 1983年c

(ii 6) 都1|i不動9朋t田J調在の報告内1よ出版されな
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かったか，原稿は完成しており，アジア経済研究所図

甚資料部か）和蔵しているc 井村「東亜研究所『支那慣

行調在』関係文書」参照

（注7) 板倉新五には囀板倉祈五『満洲上地法論

第 1巻緒，，倫・総論』大連大阪屋号書店 1932年／

阿「満洲七地法論拾逍」 (1)~(8)（『地友会雑，しし、』第 1

巻第3号～第2巻第6号 1936年12月～19:l7年12月）

があり．満州の士地関係1こっしヽての権威の 1人であっ

たc

（注 8) ピエール・グルー著 内藤完爾，J｛「仏印U)

村落と農民』上 生活社 1942年を指している。

（注 9) 満J,1,hlは1936年から 8年計画で地藉整坪を

行ない．紐空与真測量により面梢を測定して地籍図を

作成し， これを駐礎に土地じ）所有者．地位令存級を定

めて不動産登，，じ簿を完成させたc 満州国史編絡f1Jli会
編『満｝9|‘|国史 各論』第一法規出版 1971年 48ペー
ヽ'，

ン

（゚注lo) 杉こ原舜ー『；皮乱鳩丈＿チ弁，jil:i))M想

ー 』11本托論社 1991年 55ヘージ。

（注11) 李崇漢『北平郊外之郷村家庭』上海 商務

印書館 1933年／同『北京郊区郷村家庭生活調任札晶』

北J;( 頂翫井,,t; 1981年／ l打鎮威編「北）田酉郊1圭卜甲

屯家Jt，凋ft-—華北綜合調査研究所所員養成所学員』II

練調在報告 J 1944年

（注12) 中牛勝美「『中国農村慣行調在』の限界と

{i効性」（『アジア経済』第28巻第 6号 1987年 6月）／

|nl『中国農村u)権力構造と社会変化』アシア政糸斧芹会

1990年

（注l,ヽ｝！ 野間泊•福島il,｝< ［中国農村慣り蒻if1:- I 

~II ('アシア経済』第27巻第 4号，第 6号 ］986年 4,

6 /j) 

（和光）喜：：人111関係学ぷ助教授）

〔付記〕 本稿を作成するうえて、福島小夜十氏

と井村哲郎氏から，育料の提供とさまざまな教ポ

を受けた 立して感謝U)茫を表したい
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